 様式Ｈ　　　　　　　　　　《 個 別 の 指 導 計 画 》                            　
	 学　年 ・ 組
	 　　　　年　　　組
	 担　任　名
	
	 受講者番号
 （20年目研
 修の名簿の番
 号を記入）
	

	 氏        名
	
	
	
	
	


	
	 実　　態
	 指導目標
	 指導場面
	 指導の手だて
	 評　　　価

	 学
 習
 面
	 【うまくいっているところ】
 【つまずいているところ】
	
	
	
	

	 生
 活
 面
	 【うまくいっているところ】
 【つまずいているところ】
	
	
	
	


　※学校で個別の指導計画の様式を決めている場合は、学校の様式で作成し、ご持参ください。
　※評価欄も記入し、当日12部ご持参ください。
（記入のしかた）　　　《 個 別 の 指 導 計 画 》                             　No.

	 学　年 ・ 組
	 　　　　年　　　組
	 担　任　名
	
	 記入年月日
	 　　　年　　月 　　日

	 氏        名
	
	
	
	 評価予定日
	 　　　年　　月 　　日


	
	 実　　態
	 指導目標
	 指導場面
	 指導の手だて
	 評　　　価
	

	 学
 習
 面
	 【うまくいっているところ】
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	　  1 実　態
○学習面は授業場面、生活面は授
　業場面以外のこととします。
○「うまくいっているところ」は
　指導の有効な手がかりになるの
　で、たくさん見つけるようにし
　ます。
　・できていること
　・努力していること
　・得意なこと
　・興味・関心　等
○「つまずいているところ」の中
　でも、「～の場合にはうまくい
　っている」ことを見つけるよう
　にしましょう。
	
	   2 指導目標
○「うまくいっていると
　ころ」をさらに伸ばす
　ことを主として、指導
　の目標を考えます。
○今後２か月程度で達成
　可能な指導目標を立て
　ます。
　指導目標の数は、一つ
　または二つに絞りまし
　ょう。
○「～できる。」と肯定
　形で記入しましょう。
	
	
	 　3 指導場面
○確実に指導できる場
　面を設定します。
【時間】
　・国語の時間
　・給食
  ・昼休み
  ・清掃
　・放課後     　等
【場所】
　・教室
　・職員室
　・清掃場所
　・通級指導教室 等
【担当】
　・担任
　・支援員
　・学年主任
　・清掃担当
　・部活動担当 　等
	
	 ４ 指導の手だて
 ○「うまくいっていると
 　ころ」や「～の場合に
 　は、うまくいっている」
 　ことを活用して、指導
 　の手だてを設定します。
 　・課題量の調整
 　・時間の調整
 　・言葉かけの工夫
 　・補助教材の活用  等
	
	
	  　5 評　　価
 ○指導目標の達成状況に
 　ついて、児童生徒の行
 　動の様子を記入します。
 　例）
 　・～ができた。
 　・～がみられた。
 ○指導の改善に向けて検
 　討します。
 【改善の視点】
 　＊目標
 　　・継続
     ・上方修正
     ・下方修正
   ＊手だて
     ・継続
     ・改善
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	 生
 活
 面
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


